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１　港湾の概要１　港湾の概要１　港湾の概要１　港湾の概要 ◆港湾・空港位置図

◆入港船舶及び海上出入貨物（平成２３年）

◆入港船舶総トン数別比較（平成２３年） ◆秋田港外貿ｺﾝﾃﾅ貨物取扱個数

　　（平成７年１１月定期航路開設）

輸入 輸出 計

隻数 ％ 総トン数 ％ 21,093 20,285 41,378

81 1.7% 3,693,843 15.7% 21,262 21,615 42,877

670 14.1% 13,730,623 58.3% 26,297 25,230 51,527

209 4.4% 1,641,197 7.0% 25,294 26,098 51,392

726 15.3% 2,906,576 12.3% 24,453 22,662 47,115

329 6.9% 665,021 2.8% 19,435 19,470 38,905

564 11.9% 458,430 1.9% 25,211 24,054 49,265

2,176 45.8% 458,794 1.9% 31,651 30,816 62,467

4,755 100.0% 23,554,484 100.0% ２０フィートコンテナ換算（空コンテナを含む）

9,138,345

464,955

（単位：隻・総トン・トン）
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3,330秋　田　港

能　代　港
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本　荘　港

3,822,252
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311
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2,701,893

207

3,541,331

9,440

9,114

23,554,484

戸　賀　港

計

531

4,755

出貨 入貨

2,131,209 7,007,136

190,199

10,000総ﾄﾝ以上

13,425,776

280,921

2,686,886

274,756

6,000総ﾄﾝ以上

10,738,890

海上出入貨物（トン）

ﾌｪﾘｰ含む

入港船舶

0 17

0 207

平成１８年

計

県　内　全域

（秋田港・船川港・能代港・本荘港・戸賀港）

3,000総ﾄﾝ以上

1,000総ﾄﾝ以上

500総ﾄﾝ以上

5総ﾄﾝ以上

30,000総ﾄﾝ以上

平成２３年

平成２２年

平成１６年

平成１７年

平成２１年

平成１９年

平成２０年

第第第第 1 1 1 1 節節節節 港港港港 湾湾湾湾

本県には、重要港湾が秋田港、船川港、能代港の３港、地

方港湾が本荘港、戸賀港の２港、計５つの港湾があり、県は、

港湾管理者として港湾整備や管理運営を行っています。

重要港湾の秋田港は、県内の物流の拠点港として内貿・外

貿の物流機能の強化と船舶の大型化に対応した整備、船川

港は男鹿地域の物流港としての整備、能代港は県北地域の

物流港及びリサイクルポートとしての整備を進めています。

地方港湾の本荘港及び戸賀港は海洋性レクリェーション基

地・観光振興基地として利用されています。
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◆出入貨物別品種別比較（平成２３年）

県　　内　　全　　港

◆入　港　船　舶　の動　き

県　　内　　全　　港
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１　港湾事業１　港湾事業１　港湾事業１　港湾事業

秋田港全景

船川港全景

各港の整備方針と事業計画

［秋 田 港］

環日本海交流を支える物流ネットワークの整備に向け、日本海側における物流拠点港としての機能強化を

図るため、外郭施設等の整備を促進します。

［平成２４年度主要事業］

港内静穏度や航行船舶の安全を確保するため防波堤等の外郭施設の整備を進めるほか、コンテナ取扱量

の増加に対応し、外港地区国際コンテナターミナル2期計画に着手するとともに、飯島地区新北防波堤の整備

を実施します。

［船 川 港］

港湾利用者の利便性向上を図るため、施設の機能維持を推進します。

［平成２４年度主要事業］

本港地区の臨港道路の補修を実施します。
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能代港全景

２　海岸事業２　海岸事業２　海岸事業２　海岸事業

本荘港全景

秋田県内における港湾空港課が所管する海岸延長は、県全体（２６３．３ｋｍ）の１７．７％にあたる

４６．６ｋｍですが、このうち２７．２ｋｍが津波、高潮、波浪等の被害から海岸を防護する海岸保全区

域に指定されています。

海岸事業では、日本海特有の冬季風浪等から県土を防護する海岸侵食対策事業を推進します。

［本 荘 港］

海岸の侵食を防止するため、水林地区で離岸堤の整備を実施します。

［能 代 港］

県北部地域の物流基地としての機能強化、および「秋田県北部エコタウン計画」と連携したリサイクル

ポートとしての機能確保のため、外郭施設の整備を推進します。

［平成２４年度主要事業］

港内静穏度を確保するため第二北防波堤の整備及び北防波堤の改良事業を実施します。
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１　秋田空港の概要１　秋田空港の概要１　秋田空港の概要１　秋田空港の概要

秋田空港全景

◆空港施設の概要

　国土交通大臣

駐車場

照明施設

無線施設

設置者

管理者

着陸帯

滑走路

誘導路

空港の標高

空港の種別

空港の名称

空港の位置

空港の標点

エプロン

排水施設

場周道路

消防施設

防雪施設

ターミナルビル

貨物ビル

給油施設

燻蒸・焼却施設

空港の総面積

　長／３１０ｍ　巾／１９０ｍ（５バース）

　一式

　秋田県知事

　秋田空港

　秋田市雄和椿川

　北緯３９°３６′５６″

　東経１４０°１３′０７″

　９３．０５ｍ

　特定地方管理空港

　１，５８９，６５６㎡

　一式

　一式

　一式（風向風速・雲高・視程計）

　４０ｔ水槽８基（化学消防車３台）

　長／２，５００ｍ　巾／６０ｍ

　長／２，８３０ｍ　巾／３０～３４ｍ

　長／２，６２０ｍ　巾／３００ｍ

気象施設

庁舎管制塔

通信施設

　一式

　除雪機械等一式

　国内線棟３階建（10,995㎡）国際線棟（一部３階建3,620㎡）

　２棟

　２００ｋｌ／２基

　長／６，４５５ｍ　巾／５．５ｍ

　４５，８４９㎡（２，２３２台）

　進入灯・滑走路灯・誘導路灯・エプロン灯等

　ＩＬＳ（計器着陸装置）・ＶＯＲ／ＤＭＥ

　（超短波全方向式無線標識／距離測定装置）

第第第第 ２２２２ 節節節節 空空空空 港港港港

本空港は、 ＪＲ秋田駅の南東１４ｋｍに位置し、面積約１６０ｈａ、長さ２，５００ｍの滑走路と計器着陸装置

（ＩＬＳ）などを備えています。また空港周辺は、５８０ｈａの広大な県立公園として整備され、緑豊かな都市

公園型空港となっています。

就航路線は、東京、大阪、札幌、名古屋の４路線で、着実に県民の足として定着しています。

また平成１３年度には国際定期便（ソウル便）の就航を実現、平成１４年には国際航空貨物の取扱いも開

始され、さらに利便性の高い空港となっています。
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２　大館能代空港の概要２　大館能代空港の概要２　大館能代空港の概要２　大館能代空港の概要

◆空港施設の概要

設置者

管理者

庁舎管制塔

通信施設

気象施設

　秋田県知事

駐車場

照明施設

無線施設

着陸帯

滑走路

誘導路

空港の標高

空港の種別

空港の名称

空港の位置

空港の標点

エプロン

排水施設

場周道路

消防施設

防雪施設

ターミナルビル

貨物ビル

給油施設

空港の総面積

　一式

　秋田県知事

　大館能代空港

　北秋田市脇神

　北緯４０°１１′３１″

　東経１４０°２２′１８″

　８４．０ｍ

　地方管理空港

　１，２１４，２４０㎡

　長／２，１２０ｍ　巾／３００ｍ

　長／２，０００ｍ　巾／４５ｍ

　長／２３０ｍ　巾／３０ｍ

　長／２２５ｍ　巾／１１０ｍ（４バース）

　（超短波全方向式無線標識／距離測定装置）

　一式

　一式

　一式（風向風速・雲高・視程計等）

　長／５，４２３ｍ　巾／５．５ｍ

　１３，５１０㎡（３８６台）

　進入灯・滑走路灯・誘導路灯・エプロン灯等

　ＩＬＳ（計器着陸装置）・ＶＯＲ／ＤＭＥ

　除雪機械等一式

　地上２階建一部３階建（4,062㎡）

　１棟

　２００ｋｌ／１基

　４０ｔ水槽９基（化学消防車１台・消防車１台）

本空港は、 県北部の北秋田市脇神に位置し、面積は約１２０ｈａで、長さ２，０００ｍの滑走路と計器着

陸装置（ＩＬＳ）などを備えています。

平成１０年７月１８日に開港し、就航路線は、東京の１路線となっています。また、空港周辺には

緩衝緑地帯を活用した「ふれあい緑地」が整備され、センターハウス、クロスカントリースキーコース、展

望台等の施設を備えています。

センターハウス
展望広場

大館能代空港全景
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